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町議会定例会

６月会議６月会議

質
疑
を
行
う
佐
藤
議
員

● 　
議
会
運
営
費

　

議
会
議
員
歳
費
・
費
用
弁
償
等

条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
議
員
歳

費
が
増
額
と
な
り
、
予
算
に
不
足

が
生
じ
る
た
め

 

304
万
円
追
加

● 　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト
応

援
事
業
費

　

今
後
の
申
請
見
込
み
に
よ
り
予

算
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
 

300
万
円
追
加

● 　
低
所
得
者
世
帯
支
援
給
付
金

給
付
事
業
費

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
１
世
帯

あ
た
り
３
万
円
を
給
付
す
る
た
め

 

３
千
56
万
１
千
円
追
加

● 　
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
給
付
事
業
費

　

国
・
道
の
低
所
得
世
帯
支
援
対

象
外
と
な
る
児
童
を
対
象
に
児
童

一
人
当
た
り
５
万
円
を
給
付
す
る

た
め

 

１
千
367
万
５
千
円
追
加

●　
自
然
災
害
防
止
事
業
費

　

白
符
大
神
宮
横
の
地
滑
り
点
検

調
査
業
務
委
託
等
の
た
め

 

91
万
９
千
円
追
加

●　
観
光
振
興
費

　

昨
年
と
同
規
模
で
の
海
峡
花
火

大
会
を
開
催
す
る
た
め

 

400
万
円
追
加

補
正
予
算

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

子育て世帯への
� 給付金支給が決定！

　定例会６月会議は６月21日に開会し、議案
10件、発委７件を審議し、いずれも原案の通
り可決、１件の報告を受け同日に休会しました。
　参画者は３名でした。

詳しい
資料は
こちら

● 　
横
綱
の
里
づ
く
り
事
業
費

　

九
重
部
屋
の
合
宿
で
来
町
す
る

力
士
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
予
算

に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め

 

115
万
円
追
加

●　
町
営
住
宅
整
備
事
業
費

　

住
宅
の
維
持
管
理
に
必
要
な
小

破
修
繕
費
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る

た
め

 

300
万
円
追
加

●　
空
き
家
等
対
策
支
援
事
業
費

　

申
請
件
数
が
当
初
予
定
を
上
回

り
、
予
算
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る

た
め

 

720
万
円
追
加
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● 　
交
通
安
全
施
設
事
業
費

　

町
道
丸
山
団
地
２
号
線
に
新
た

な
横
断
歩
道
等
を
設
置
す
る
た
め

�

300
万
円
追
加

● 　
高
校
魅
力
化
推
進
事
業
費

　

青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
ゲ
ス
ト

ル
ー
ム
運
営
に
か
か
る
Ｐ
Ｒ
ノ
ベ

ル
テ
ィ
費
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る

た
め

 

２
万
４
千
円
追
加

　

種
苗
生
産
等
施
設
整
備
事
業

 

８
億
５
千
600
万
円

報
　
　
告

令
和
４
年
度
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
の
報
告

　

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
が
施
行

さ
れ
た
た
め
、
関
係
条
例
を
改
正

整
理

　

放
課
後
児
童
支
援
員
資
格
の
経

過
措
置
の
延
長
に
対
応
す
る
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
感
染
症
法
上
の
５
類
に
位
置
づ

け
さ
れ
た
た
め
、
伝
染
病
防
疫
作

業
手
当
の
特
例
を
廃
止

条
例
の
改
正

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
施
行
関

係
条
例
の
整
理
条
例

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
・運
営
基
準
条
例
の
一
部

改
正

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
条
例
の

一
部
改
正

意
見
交
換
を
行
う
杉
村
議
員

横
断
歩
道
の
設
置
場
所

連
泊
の
際
、
部
屋
の
清
掃
を

辞
退
す
る
と
、
青
の
洞
窟
サ

イ
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。

（千円）

会　　計　　名 補 正 額 補正後の
予算総額

一  般  会  計（第３号） 78,939 5,345,078

国 民 健 康 保 険
特  別  会  計（第１号） 277 734,415

国民健康保険診療所
特  別  会  計（第１号） 74 111,186
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な
り
手
不
足
対
策
と
し
て
、
議

員
歳
費
月
額
を
増
額
す
る
た
め
の

改
正 議

会
か
ら
の
提
出
議
案

議
会
議
員
歳
費
・
費
用
弁
償
等

の
条
例
の
一
部
改
正

　

ふ
る
さ
と
暮
ら
し
応
援
条
例
に

よ
る
助
成
金
の
交
付
を
受
け
た
方

が
、
町
外
へ
の
転
居
に
よ
り
受
給

資
格
を
消
失
し
た
た
め
、
返
還
を

命
令
し
て
い
る
が
、
返
還
が
滞
り
、

自
主
的
な
返
還
が
見
込
ま
れ
な
い

た
め
、支
払
い
督
促
制
度
に
よ
り
、

返
還
金
を
請
求
す
る
も
の
で
す
。

　

町
（
地
方
自
治
体
）
が
原
告

と
な
っ
て
訴
訟
を
起
こ
す
場

合
、議
会
の
議
決
が
必
要
で
す
。

　

今
回
の
よ
う
に
督
促
制
度
を

活
用
し
、異
議
申
立
に
よ
り
訴
訟

と
な
っ
た
場
合
は
、原
告
が
町
と

な
り
ま
す
が
、
異
議
申
立
か
ら

裁
判
ま
で
の
間
に
議
会
を
開
く

こ
と
が
難
し
い
た
め
、
手
続
き

の
開
始
前
に
あ
ら
か
じ
め
議
決

し
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
訴
訟
手
続
と
議
会

訴
訟
手
続

支
払
督
促
の
申
立
て
に
係
る
訴

え
の
提
起

財
産
の
取
得

●　
返
還
金
債
務
者
数 

２
件

●　
請
求
理
由

　
　

 　
町
外
転
出
に
伴
う
受
給
資

格
喪
失
に
よ
る
出
産
祝
金
返

還
金
の
未
払
い

●　
未
払
返
還
金
総
額

 

113
万
５
千
円

返
還
が
見
込
ま
れ
な
い
返
還
金

の
状
況

　

事
業
の
追
加
や
変
更
に
よ
り
、

後
期
実
施
計
画
の
一
部
を
変
更
。

（
子
育
て
世
帯
支
援
特
別
給
付
金

事
業
等
）

計
画
の
変
更

第
５
次
総
合
計
画
の
変
更

● 　
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
参
加
、
調
印
・
批
准
を

求
め
る
意
見
書

● 　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

関
す
る
意
見
書

● 　
義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度
堅

持
・
負
担
率
１／２
へ
の
復
元
、

「
30
人
以
下
学
級
」
な
ど
教
育

予
算
確
保
・
拡
充
の
実
現
に
向

け
た
意
見
書

● 　
道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の
高
校

づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」
を
見

直
し
す
べ
て
の
こ
ど
も
に
豊
か

な
学
び
を
保
証
す
る
高
校
教
育

を
求
め
る
意
見
書

● 　
令
和
５
年
度
北
海
道
最
低
賃

金
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書

● 　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実

現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

意
見
書
の
提
出

（千円）

Ｒ５年９月～ （千円） （千円）

区　分 総事業費

変更前 7,828,300 

追　加 12,700 

変　更 37,300 

変更後 7,878,300

区　分 歳費月額

議　員 216 

委員長 233 

副議長 257 

議　長 321 

区　分 内　　容

物品名 インターネット系
サーバ等一式

方　法 随意契約
金　額 38,500千円 

契約者
ファーストクラウド
株式会社 代表取締役
  佐々木 浩美
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　全道町村議会議長会より自治功労者として
川村議員が表彰され、定例会６月会議開始前
に、溝部議長より表彰状が伝達されました。

　当町の議会だより137号（令和５年２月号）
が、第43回北海道町村議会広報コンクール
で入選しました。これからもわかりやすい議
会だよりを目指してまいります。

全国町村議会議長会による
議員表彰

全道町村議会議長会による
議会広報コンクール入選

採決の結果 賛成 ６名、反対 ２名 賛成多数により可決

　高齢化に伴うなり手不足、女性議員もいないということで、対策として報酬を上げること
になりますが、今回は反対させていただきます。
　理由としては、国会議員のみならず地方議員も他の仕事や年金など別な収入を得ながら議
会活動ができます。私が議員になった時、13万１千円の報酬でした。それでも立候補したわ
けです。それは議員報酬が魅力で立候補したわけではありません。自分の人生として政治に
チャレンジしたいという気持ちだけでした。その上で、福島町算定方式のもと、現在の報酬
まで上げていただきました。大変ありがたく思っております。ですから、それでいいのでは
ないかと思っております。
　ただ報酬を上げただけでは、財政規模も小さくなっていく、人口も減っていくという中で、
議会費が４年で2,600万円増えていくだけになります。
　定数を減らし、議員の仕事量も増やし、この算定方式を変えていくのであれば、賛成した
いと思いましたが、今回は賛成しないことにします。

反対討論（木村 隆議員）（抜粋）

議会議員歳費・費用弁償等の

条例の一部改正に対する反対討論
　今回の議会提案に至るまでの経過については議会だより
ふくしま138号をご覧ください。

動画は
こちら


